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日本の資源と産業 名前

問1 高知県などの温暖な気候を利用し、ビニールハウスなどを用いて通常の出荷時期よりも早く作物を栽培・出荷する農業方式を何といいますか。
（2019年 熊本県公立入試 類似）

1. 二毛作 2. 抑制栽培 3. 促成栽培 4. 近郊農業

問2 2014年の日本の貿易統計において、中国への輸出額は約13兆3800億円であり、これはオーストラリアへの輸出額である約1兆5000億円の8倍
以上（約8.9倍）に相当します。このような日本の貿易相手国に関する実態について述べた文として、正しいものはどれですか。 （2016年

長崎県公立入試 類似）

1. 中国への輸出額は多いものの、輸
入額が非常に少ないため、貿易総額
ではオーストラリアよりも小規模で
ある。

2. オーストラリアは石炭や鉄鉱石の
重要な供給元だが、日本からの工業
製品の輸出額においては中国を上回
っている。

3. 日本にとって最大の貿易相手国は
依然としてアメリカであり、中国と
の貿易総額はアメリカを大きく下回
っている。

4. 中国は日本の最大の貿易相手国で
あり、輸出額と輸入額の合計である
貿易総額において極めて大きな割合
を占めている。

問3 二千二十四年時点の統計において、群馬県、茨城県、愛知県、三重県などの県で、その地域の総人口に占める数値が四パーセント以上という高
い水準を示している指標として、最も適切なものはどれですか。 （2026年 青森県公立入試 類似）

1. 合計特殊出生率 2. 第一次産業就業者の割合 3. 老年人口の割合 4. 在留外国人の割合

問4 酒蔵や焼き物の産地など、特定の地域において古くから発展し、地域の原材料や技術、資金と密接に結びついて営まれる産業を何といいますか
。 （2018年 大分県公立入試 類似）

1. 伝統的工芸品 2. 先端技術産業 3. 軽工業 4. 地場産業

問5 近年、多くの地方自治体が観光振興を通じた地域活性化に取り組んでいますが、その背景にある「交流人口」の拡大と経済的なつながりについ
て述べた文として、正しいものはどれですか。 （2020年 山形県公立入試 類似）

1. 地域の伝統的な景観をすべて近代
的な観光施設に作り替え、効率的に
外貨を稼げるようにする。

2. 観光客を呼び寄せて地域内での消
費を促すことで、減少する定住人口
に代わって地域経済を支える一助と
する。

3. 観光客の増加によって発生する交
通渋滞やゴミ問題を解決し、住民の
生活環境の満足度を向上させる。

4. 若者の都市部への流出を法的に制
限し、地元の観光産業に強制的に従
事させることで労働力を確保する。

問6 日本の自動車生産台数の統計において、1990年に約1300万台というピークを記録した後、国内での生産台数が伸び悩み、微減または横ばいの
傾向にある主な背景として最も適切な説明はどれですか。 （2019年 愛知県公立入試 類似）

1. 貿易摩擦の解消などを目的とした
、海外での現地生産の拡大

2. 石油危機をきっかけとした、石炭
エネルギーへの転換による減産

3. 極端な円安の進行による、日本国
内での輸出専用工場の新設

4. 高度経済成長に伴う国内向け小型
車の需要急増

問7 1980年の日本の人口構成を示した資料では、特定の年代の人口が突出して多く、ピラミッドの形状が「つりがね型」となっています。この、19
47年から1949年にかけての第一次ベビーブームに生まれた、日本の人口構成に大きな影響を与えている世代を何と呼びますか。 （2023年

岩手県公立入試 類似）

1. 就職氷河期世代 2. 新人類世代 3. 団塊の世代 4. ゆとり世代

問8 日本の電気機器の輸入に関する統計において、1995年には輸入額の36.7パーセントを占めて最大だったアメリカ合衆国に代わり、2015年には4
7.1パーセントを占めて最大の輸入相手国となった国を次の中から選びなさい。 （2018年 鳥取県公立入試 類似）

1. 中国 2. 韓国 3. マレーシア 4. ベトナム

問9 日本の交通網と生活に関する記述として、統計的な傾向を正しく説明しているものはどれですか。 （2020年 福岡県公立入試 類似）

1. 鉄道やバスによる旅客輸送人数が
非常に多い地域では、一世帯あたり
の自家用車保有台数が少なくなる傾
向がある

2. 観光客の輸送を優先して公共交通
機関が整備された地域では、住民の
利便性が低下し、自家用車保有台数
が急増する

3. 高速道路の整備が進んでいる地域
ほど、鉄道の利便性が高まり、一世
帯あたりの自家用車保有台数も増加
する

4. 一世帯あたりの自家用車保有台数
が多い地域は、公共交通機関の利便
性が高いため、バス路線の利用者が
集中している

問10 日本の輸出統計において、ある輸送手段による輸出額の内訳は「機械類」が34％、「自動車」が20％を占めています。また別の輸送手段による
輸出額の内訳では「半導体などの電子部品」が16.8％を占めています。これら二つの輸送手段の組み合わせとして正しいものはどれですか。
（2019年 愛媛県公立入試 類似）

1. 自動車が多く含まれるのが海上輸
送、半導体などの電子部品が多く含
まれるのが航空輸送

2. 自動車が多く含まれるのが航空輸
送、半導体などの電子部品が多く含
まれるのが海上輸送

3. 自動車が多く含まれるのがトラッ
ク輸送、半導体などの電子部品が多
く含まれるのが航空輸送

4. 自動車が多く含まれるのが海上輸
送、半導体などの電子部品が多く含
まれるのが鉄道輸送

問11 成田国際空港の輸入額の内訳を見ると、通信機が14.1％、医薬品が13.3％、コンピュータが9.8％、集積回路が8.0％といった品目が上位を占め
ています。これらの品目が船舶ではなく、航空機を利用して輸送される理由として、最も適切な説明はどれですか。 （2022年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 製品が非常に重く、船舶のクレー
ンでは積み降ろしが困難な構造をし
ているため

2. 国際的な条約により、精密機器の
海上輸送が厳しく制限されているた
め

3. 製品が海水の影響を受けやすく、
海上の湿度では品質が著しく劣化し
てしまうため

4. 製品の価格に対して重量が比較的
軽く、高い輸送コストをかけても採
算が取りやすいため

問12 1950年代には大きな割合を占めていた船や鉄道による国内貨物輸送が、1990年代にかけて大幅に減少した背景には、社会の自動車化が進んだ
ことが挙げられます。このように、自動車が社会に普及し、物流や生活様式に大きな変化をもたらした現象を何というか。 （2018年 岐阜県公立入試

類似）

1. 情報化 2. グローバル化 3. 過疎化 4. モータリゼーション

問13 八幡製鉄所の立地と貿易の関係について述べた次の文のうち、当時の状況を正しく説明しているものはどれですか。なお、1901年から1905年
にかけての統計では、ある資源の中国からの輸入量が約4万トンから約14万トンへと急増しています。 （2016年 滋賀県公立入試 類似）

1. 中国からの輸入が急増した資源は
原油であり、北九州市に建設された
石油化学コンビナートでプラスチッ
クの原料へと加工された。

2. 中国からの輸入が急増した資源は
石炭であり、国内で不足していたエ
ネルギーを補うために北九州の港か
ら大量に運び込まれた。

3. 中国からの輸入が急増した資源は
ボーキサイトであり、筑豊炭田の石
炭を用いた火力発電による電力でア
ルミニウムへと精錬された。

4. 中国からの輸入が急増した資源は
鉄鉱石であり、国内の筑豊炭田から
産出される石炭とともに製鉄の原料
・燃料として利用された。


